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『
棚
田
学
会
誌
』 

投
稿
規
定 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 

一
九
九
九
年
一
二
月
四
日
制
定 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
〇
〇
八
年
四
月
十
二
日
改
正 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
〇
一
六
年
七
月
三
〇
日
改
正 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 

二
○
二
二
年
六
月
十
一
日
改
正 

１
．
は
じ
め
に 

 

棚
田
学
会
の
機
関
誌
『
棚
田
学
会
誌
』
は
、
年
一
回
発
行
し
、
棚
田
に
関
す
る
学

術
的
研
究
お
よ
び
、
棚
田
と
棚
田
が
存
在
す
る
地
域
に
関
す
る
情
報
等
を
広
く
掲
載

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
会
員
同
士
の
連
帯
を
育
む
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と
し
て

の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。 

２
．
投
稿
資
格
お
よ
び
重
複
投
稿
の
禁
止 

 

投
稿
の
資
格
を
持
つ
の
は
本
会
会
員
の
み
と
し
ま
す
。
著
者
が
複
数
と
な
る
場
合

は
、
少
な
く
と
も
筆
頭
著
者
が
本
会
会
員
で
あ
る
こ
と
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
依
頼

原
稿
は
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
投
稿
原
稿
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り
、

他
の
学
会
誌
等
へ
の
重
複
投
稿
は
認
め
ま
せ
ん
。 

３
．
投
稿
原
稿
の
種
類
と
規
定
分
量 

 

投
稿
原
稿
の
種
類
は
次
の
五
種
と
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
規
定
分
量
等
は
以
下
の

と
お
り
で
、
こ
れ
に
は
、
注
・
参
考
文
献
等
・
図
表
・
写
真
・
謝
辞
等
を
含
み
ま
す
。

投
稿
に
際
し
て
は
、
原
稿
の
種
類
を
明
記
し
て
下
さ
い
。
な
お
、
Ⅰ
の
論
文
に
関
し

て
は
、
掲
載
に
あ
た
り
査
読
（
審
査
）
が
あ
り
ま
す
（
下
記
６
．
を
参
照
の
こ
と
）
。 

 

Ⅰ
論
文
：
二
四
〇
〇
〇
字
以
内 

 
 

日
本
や
海
外
の
棚
田
お
よ
び
棚
田
が
存
在
す
る
地
域
に
関
す
る
学
術
的
論
文
。 

 

Ⅱ
事
例
研
究
：
一
六
○
○
○
字
以
内 

 
 

日
本
や
海
外
の
棚
田
お
よ
び
棚
田
が
存
在
す
る
地
域
に
関
す
る
事
例
研
究
。 

 

Ⅲ
報
告
：
一
二
○
○
○
字
以
内 

 
 

棚
田
お
よ
び
棚
田
が
存
在
す
る
地
域
に
お
け
る
活
動
、
催
し
、
新
事
業
等
の
紹

介
や
、
本
会
の
大
会
・
研
究
発
表
会
等
に
お
け
る
発
表
・
講
演
内
容
に
関
わ
る

も
の
。 

 

Ⅳ
文
献
紹
介
：
四
○
○
○
字
以
内 

 
 

本
会
会
員
に
推
奨
す
る
文
献
・
図
書
の
紹
介
。 

 

Ⅴ
そ
の
他
：
編
集
委
員
会
が
適
当
と
判
断
し
た
も
の
。 

４
．
投
稿
原
稿
の
体
裁 

 
 

①
表
紙
：
本
文
の
前
に
、
標
題
・
英
文
標
題
・
著
者
名
・
所
属
・
住
所
（
郵
便
物 

の
送
付
先
）
・
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
記
載
し
た
表
紙
を
付
し
て
下
さ
い
。

共
著
の
場
合
、
す
べ
て
の
共
著
者
名
と
そ
の
所
属
を
記
し
て
下
さ
い
。
な
お
、

投
稿
後
の
原
稿
の
や
り
取
り
は
、
筆
頭
著
者
と
の
み
行
い
ま
す
。 

 

②
本
文
：
最
初
に
標
題
を
記
し
た
後
、
本
文
を
書
き
始
め
て
下
さ
い
。
本
文
に
は
、 

 

著
者
名
・
所
属
・
住
所
な
ど
は
記
さ
な
い
で
下
さ
い
。
本
文
は
、
Ａ
４
判
、
縦

書
き
で
、
一
頁
は
四
〇
字×

二
〇
行
に
設
定
し
、
注
・
参
考
文
献
等
・
謝
辞
な

ど
も
本
文
と
同
じ
書
式
・
書
体
に
統
一
し
て
下
さ
い
。
章
と
章
、
本
文
と
注
等

の
間
に
は
適
宜
、
行
を
開
け
て
下
さ
い
。 

 
 

③
要
旨
：
Ⅰ
～
Ⅲ
に
つ
い
て
は
、
本
文
の
後
に
別
紙
で
、
原
稿
の
分
量
に
応
じ
て

三
〇
〇
～
六
○
○
字
程
度
の
要
旨
を
付
し
て
下
さ
い
。 

 
 

④
図
表
等
：
図
表
・
写
真
等
は
、
文
字
を
貼
り
込
ん
だ
状
態
の
完
全
版
下
で
提
出

す
る
も
の
と
し
、
番
号
・
タ
イ
ト
ル
・
説
明
（
必
要
な
場
合
）
お
よ
び
出
典
・

引
用
文
献
等
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
本
文
中
の
大
ま
か
な
位
置
に
、

図
表
・
写
真
等
の
挿
入
希
望
個
所
を
指
定
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
図
表
・
写

真
等
の
カ
ラ
ー
印
刷
は
で
き
ま
せ
ん
。 

 
 

⑤
そ
の
他
の
注
意
事
項
：
盗
用
、
剽
窃
、
資
料
・
デ
ー
タ
の
ね
つ
造
・
改
ざ
ん
な
ど

の
研
究
不
正
を
行
わ
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
本
文
中
で
他
人
の
著
作
物
を
引
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用
す
る
際
は
「 

」
で
括
っ
て
明
記
し
、
参
考
文
献
等
と
と
も
に
注
で
明
示
し

て
下
さ
い
（
引
用
文
献
・
参
考
文
献
を
区
別
し
て
注
記
す
る
こ
と
も
可
）
。
著

作
物
を
引
用
・
参
考
と
す
る
場
合
は
、
著
者
名
・
論
文
名
・
掲
載
誌
名
（
所
収

書
名
／
出
版
社
名
）
・
巻
号
数
・
掲
載
ペ
ー
ジ
・
発
行
年
を
明
記
し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
図
表
・
写
真
等
を
引
用
す
る
場
合
は
、
事
前
に
原
著
者
（
版
権
者
）
の

了
解
を
得
て
お
く
な
ど
、
著
作
権
等
に
関
わ
る
諸
権
利
に
つ
い
て
の
処
理
を
、

著
者
が
責
任
を
も
っ
て
行
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。 

５
．
投
稿
方
法
・
締
切
等 

 

①
投
稿
方
法
：
完
成
原
稿
（
図
表
・
写
真
を
含
む
）
を
電
子
メ
ー
ル
等
で
送
信
す
る

か
、
原
稿
を
記
録
し
た
電
子
媒
体
等
（U

S
B

メ
モ
リ
・C

D

な
ど
）
も
し
く
は
、
紙

に
印
字
し
た
も
の
を
左
記
送
付
先
に
郵
送
し
て
下
さ
い
（
な
お
、
使
用
す
る
ワ

ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
は
、W

o
rd

ま
た
は
一
太
郎
と
し
、
そ
れ
をP

D
F

化
し
た
も
の
も
同

送
し
て
下
さ
い)

。 

 
 

な
お
、
手
書
き
原
稿
で
の
投
稿
を
希
望
す
る
方
は
、
事
前
に
編
集
委
員
会
に
ご

相
談
下
さ
い
。 

 

②
原
稿
の
送
付
先
： 

 
 

 
 

電
子
メ
ー
ル
で
送
信
す
る
場
合
：tan

ad
ag

ak
k

ai@
g

m
ail.co

m
 

郵
送
す
る
場
合
：
〒
一
六
九―

八
〇
五
〇 

 

東
京
都
新
宿
区
西
早
稲
田
一―

六―

一 

早
稲
田
大
学
教
育
・
総
合
科
学
学
術
院 

高
木
徳
郎
研
究
室
気
付 

 

 
 
 

『
棚
田
学
会
誌
』
編
集
委
員
会
宛 

 

③
投
稿
締
切
：
毎
号
の
投
稿
締
切
日
は
『
棚
田
学
会
通
信
』
お
よ
び
棚
田
学
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
告
知
し
ま
す
。
な
お
、
締
切
日
を
過
ぎ
て
到
着
し
た
投
稿
原

稿
は
、
十
分
な
査
読
期
間
・
内
容
確
認
期
間
を
確
保
で
き
な
い
た
め
、
翌
年
以

降
の
掲
載
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
締
切
厳
守
に
ご
協
力
下
さ
い
。 

 

④
原
稿
は
完
成
原
稿
で
投
稿
し
て
下
さ
い
。
校
正
時
の
大
幅
な
書
き
換
え
は
認
め

ま
せ
ん
。 

 

⑤
投
稿
さ
れ
た
原
稿
は
返
却
し
ま
せ
ん
。 

 

⑥
同
じ
主
著
者
に
よ
る
複
数
編
の
同
時
投
稿
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。
ま
た
、
投
稿

原
稿
の
査
読
中
は
、
同
一
著
者
に
よ
る
新
規
投
稿
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。 

６
．
査
読
と
掲
載
可
否
の
決
定 

 

編
集
委
員
会
は
、
原
稿
の
投
稿
が
あ
っ
た
際
、
上
記
３
．
の
カ
テ
ゴ
リ
の
う
ち
、 

Ⅰ

の
論
文
と
し
て
投
稿
さ
れ
た
原
稿
に
つ
い
て
は
、
そ
の
水
準
が
備
わ
っ
て
い
る 

か
に
つ

い
て
判
断
す
る
た
め
に
査
読
（
審
査
）
を
実
施
し
、
受
理
の
可
否
を
編
集 

委
員
会
に
お

い
て
決
定
し
ま
す
。
な
お
査
読
は
、
公
正
を
期
す
る
た
め
、
投
稿
者 

名
と
査
読
者
名
を

全
て
伏
せ
て
行
い
ま
す
。 

ま
た
、
Ⅱ
～
Ⅴ
と
し
て
投
稿
さ
れ
た
原
稿
に
つ
い
て
は
、
本
学
会
誌
に
掲
載
さ
れ
る
も

の
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
内
容
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
た
め
の
内
容
確
認
を
行
っ
て
、
掲
載

の
可
否
を
決
定
し
ま
す
。
な
お
、
そ
の
際
、
必
要
に
応
じ
て
修
正
を
求
め
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。 

７
．
著
者
に
よ
る
校
正 

 

掲
載
が
決
定
し
た
原
稿
に
つ
い
て
は
、
入
稿
後
、
著
者
に
よ
る
校
正
を
一
回
の
み

行
い
ま
す
。
著
者
校
正
の
依
頼
を
受
け
た
ら
、
速
や
か
に
校
正
を
行
い
、
指
定
さ
れ

た
期
日
ま
で
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
編
集
の
際
に
事
務
局
が
赤
字
修
正
を

行
っ
た
部
分
に
つ
い
て
も
点
検
し
て
く
だ
さ
い
。 

８
．
著
作
権 

 
掲
載
さ
れ
た
原
稿
の
著
作
権
（co

p
y

rig
h

t

）
は
、
棚
田
学
会
に
帰
属
す
る
も
の
と
し

ま
す
。
掲
載
原
稿
の
転
載
は
、
掲
載
か
ら1

年
間
は
ご
遠
慮
下
さ
い
（
博
士
論
文
の

公
開
を
含
む
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
通
じ
た
公
開
も
同
様
）
。
ま
た
、
転
載
に
あ
た

っ
て
は
、
必
ず
編
集
委
員
会
の
許
諾
を
得
て
下
さ
い
。 


